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[一般講演・講演者の方へ]

1)使用できるスライ ドプロジェクターは2台です。
2)スライ ドはすべて研究会開始 20分前までに受付係にお渡し下さい。
3)演題・演者名など、不要なスライ ドのご使用はご遠慮下さい。
4)スライ ドカローセルは受付でお渡しします。

5)受付で必ずスライドの,‖写をお願い.します。
6)―般購演の発表時間は電分 (予鈴7分で青ランプ、終鈴8分で赤ラ

ンプ)、 討論時間は4分です.

7)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。



第 18回歯科衛生研究会プログラム

日 時 平成 15年 3月 5日 (水)17時 30分～ 19時 16分

会 場 日本歯科大学新澤歯学部 アイヴィホール

<薔演時間8分、質疑応答時間4分>

[開会の辞]<17:30～ 17:35>

座長 菅家 .:真澄

<17:35～ 17:47>
1 口腱疾患患者の含嗽指導の検討

拙 入院患者の含嗽実態日査から‐

附属病院看霞科         ○店倶弥枝子、清田えい子、票林美春

宮島孝子、柚ホ遭子、藤井―維

<17:47～ 17:59>

2 多目的超音波ユニット (スプラソンP‐MAX°)を用いたポケット洗浄効果について

新潟短期大学専攻科       ○崚野由恵

新潟歯学部補概1         佐藤利英

附属病院総合診療科 10歯周    高塩智子、今井千里

<17:59～ 18:11>
3 歯科インプラント周囲粘膜における細菌菫の検討

新潤短期大学専攻科       o内 山美幸

附属病院繊含齢療科 40日外    金子恭士

附属病院総合惨療科 40歯周    大森みさき

座長 高野 貴子

<18:11～ 18:23>
4 口臭治療における歯科衛生士の役割

新潟短期大学専攻科       o廣 瀬絵理

附属病院総合診療科 4・ 歯周    大森みさき

<18:23～ 18:35>
5 自己評価表を併用 した歯周初期治療患者の効果

新潟短期大学専攻科       o度 部明日美

附属病院総合鰺療科 1       佐腱友則、宇野清博

座長 吉川 浩子

<18:35～ 18:47>

6 歯科訪間鰺療における定期回腱衛生指導の必要性

附属病院在宅歯科        o自 川ユミ、熊倉幸子、江面 晃
<18:47～ 18:59>



7 共用診療室 1のシステムと歯科衛生士業務

附属病院歯科衛生科       o帳 丼由紀

附属病院糧含鰺療科4       富井僣之

<18:59～ 19:11>
8 矮小円錐歯の疲合歯 (過剰歯)の形態と組織構造について

新潟短期大学          o腐 橋正志

附目病院口腔外科2        森 和久、又賀 泉

新潟歯学部口腔解割 1       小林 寛

[閉会の辞]<19:11～ 19:16>



口腔疾患患者の含嗽指導の検討
―短期入院患者の含嗽実態調査から―

附属病院看護科○古俣弥枝子t清由えいギ
栗林美春、宮島孝子
柚木道子、藤井一維

[目 的]

薬剤による含嗽は細菌を減少させること
から、日腔内疾患の消炎や手術後の感染予防
に有効であり、本院でも実施されている。患
者は薬剤師や看護師からその指導を受けて
いるが、患者の薬剤使用量に差が一様ではな
いことが多く、我々はそこに疑間をもつた。
そこで今回、今後の指導方法の改善を目的に
指導の機会の少ない短期入院患者を対象に
実態を調査し、その結果を検討したので報告
する。
[対象]

H14.6.6～ H14。 7.9に含嗽指導を受け
た入院患者 39名 (男性 17名 、女性 22名 )

21歳～73歳 (平均 39。 4歳 )

平均入院期間、2.15日

[方法]

基礎データ (性別、年齢、病名、歯磨き習
慣、含嗽使用経験、入院期間)の収集と患者
の含嗽に実際に立ち会つて実態調査 (含嗽回
数、薬剤量、水量、含嗽時間、含嗽方法)を
行い、さらにできなかった理由を調査した。
[結果]

最もできなかった項目は含嗽方法■あっ
た。年代と性別では差はほとんどなかった
が、歯磨き回数が多いほど指示通りに含嗽が
できる傾向にあった。なお、含嗽剤使用経験
の有無に差はなかった。
[結論]

従来の含嗽指導では大半の患者が薬剤に
よる含嗽を指導通 りには行ってはいなかっ
た。それには入院直後の状況や症状が影響す
ると考えられ、今後は指導の時期について検
討する必要があると思われた。さらに、患者
の個々にあった含嗽指導を行 うためには、看
護師は患者の含嗽の場に立会い観察 し、指導
をその場ですることが効果的であると考え
られた。

今後もコメディカルの一員 として、常に質
の高い口腔ケアを提供できるよう積極的に
関わつていきたい。

多目的超音波ユニット (ス プラソントmp)
を用いたポケット洗浄効果について

新潟短期大学専攻科 ○浅野由恵
新潟歯学部補綴 1   佐藤利英
附属病院総診 10歯周 高塩智子,今井千里

【目 的】
歯肉縁下プラークの抑制には,ブラッシングや

スケーリング・ルートプレーニングなどによって
行われているが,それらの効果は臨床の場におい
て限界がある。そのため最近では,機械的プラー
クコン トロールに併用 して薬液を用いる洗浄効
果や薬液効果を期待するポケット内洗浄が行わ
れるようになつている。そこで,超音波スケーラ
ーの薬液併用によるポケット内の洗浄効果を明
らかにすることを目的として,歯周治療の際に使
用 されている超音波スケーラー (ス プラソン
P―MAXO)に よリポケット内洗浄を行い,経時的に
観察することで実際にどれほど効果が期待でき
るのかを検討した。今回は1例について報告する。
【方 法】

本学附属病院総合診療科 1に来院し,成人性歯
周炎ど診断され治療後,メ インテナンスに移行し
た 38歳女性を対象とした。薬液には生理食塩水
とイソジン①を用いポケット内洗浄を施行 し,

PH,PD,BOP,CCFキ|つ いての経時的観 察 を行 つた。

【結 果】
PlI,PD,BOPについては大きな変化が認められ

なかつたが,GCFはイソジンで減少する傾向が認
められた。

【考 察】

現在の炎症状態を示す CCFの減少から,ポケッ
ト内洗浄に薬液を使用することは有益であると
思われた。

GCFの経時的推移
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歯科インプラント周囲粘膜における細菌議
の検討

新潟短期大学専攻科   ○内山美幸
附属病院総診 4・ 日外   金子恭士

附属病院総診 4・ 歯周   大森みさき
<緒言>
インプラントの普及とともに、最近問題になり

つつあるのがインプラン ト周囲炎である。本論文
ではインプラン ト周囲炎についてその細菌叢に

着眼し、天然歯との比較およびペリインプラント

サルカスの深さによる細菌業の比較検討を行つ

た。
<対象>
2002年 4月 から 12月 までの実習中に診察する

ことのできたインプラン ト埋入患者 7名 につい

て、インプラント埋入部と対側の天然歯、計 22

部位のペリインプラントサルカスまたは天然歯
の歯肉溝を対象とした。
<方法>
対象部位から滅菌ペーパーポイン トにより菌

のサンプリングを行い試料を作成した。作成 した

試料について、血球計算板を用い、位相差顕微鏡
により細菌叢の観察を行つたし
<結果および考察>
ペ リインプラン トサルカスと天然歯の歯肉溝

における細菌業の比較では、ペ リインプラン トサ
ルカスで細菌数が多く、拝菌の占める割合も増 し

ていることがわかった。また、糸状菌やスピロヘ

ータも多く見 られた。 これはインプラン ト部の
PIが高かったことと、ペ リインプラン トサルカ
スが平均的に深かつたためであると考えられる。
このことから、インプラン ト部は清掃が難 しく、
細菌がより増殖 しやすい環境であること、また、
そのためにプラークコン トロール指導がさらに

重要になってくることが考えられた。
また、ペ リインプラン トサルカスの深 さによる

細菌数の比較では、ポイン トを挿入 し得た長 さに
比例 して細菌数が増えると予想 していた。 しか
し、lmmあたりの平均では、ペ リインプラン トサ
ルカスが 4mmを超える部位で顕著に細菌数が多く
なっていた。このことにより、4mmを超えるペ リ
インプラントサルカスについては、天然歯同様、
積極的な歯周的治療が必要ではないかと考えら
れた。             |

口臭治療における歯科衛生士の役割

新潟短期大学専攻科  ○廣瀬絵理

附属病院総診 40歯周  大森みさき

【目的】生活水準の向上に伴い,清潔への意識が

高まりつつある昨今,よ り快適かつ清潔な口腔環

境の獲得を目的として歯科医院を受診する患者
が増加している。そのような患者の主訴として増
加をみせているのが「白臭」である。

厚生省の平成 11年保健福祉動向調査では,

15歳以上の対象者 3342'名 の うち 4836名
(14.5%)が 口臭に関する悩みを抱えていると報

告されている。今後,歯科医療に携わるわれわれ
にとつて,日臭に関する正確な知識と対応は,さ
らに必要なものとなると考えられる。そこで,日
臭症の診断に基づき、その原因と予防方法につい

て文献的な検討からこれらの知識の整理を試み
た。また歯科衛生士が口臭を主訴とする患者に対
して行 うことのできる処置・指導についてその内

容から検討した。

【方法】インターネットを用いて医学中央雑誌

刊行会の 1992-2002年までの過去 10年間の文献
を対象とし,「口臭 0予防・抑制・洗口」をキー

フ‐ ドとして検索した。その結果,421文献が検

索さ―れた。その中から英語文献と会議録を除き,

原著論文と解説との中から入手可能であった 47

文献を検討対象とした。口臭についての診断は宮

崎秀夫らが 1999年 に提唱した「口臭症の国際分
類」に準じて,原因について論文の内容から分類
し、それらの治療法についてまとめた。さらに、
日臭の予防について文献内容を検討 し、まとめ
た。

【結果および考察】生理的口臭は 15件ですべて
舌苔が原因であつた。歯科由来の病的口臭では歯
周病が原因の中で最も多く 18件で、ついで唾液
分泌低下 9件があげられた。全身由来の病的口臭
の原因では代謝性疾患が最も多く9件であつた。
仮性口臭症、日臭恐怖症の文献はそれぞれ 4件、
5件であった。またこれらに対する予防・治療方
法で有効とされていたのが舌清掃、歯周治療、
Prc,TBIでぁった。これは全身疾患がある場合や

仮性口臭症、日臭恐怖症の場合でも同様であつ

た。これらの結果から口臭を主訴として来院した

患者のほとんどに対し衛生士が関わる場合、通常
の歯科治療の場合と同様に口腔衛生指導や歯周
治療を行 うことで改善をはかることができるこ
とが明らかとなった。日臭の原因は口腔内の不潔
が大きな原因であるため改善には歯科衛生士の

役割が大であると考えられた。



自己評価表を併用 した歯周初期治療患者の
効果

新潟短期大学専攻科 ○渡部明日美

附属病院総診 1    佐藤 友則、宇野 清博

【目的】
今回私達は、歯周初期治療で患者が自己評価表

を用いた際、モチベーションとプラークコン トロ

ールに効果があるのか検討することとした。

【対象および方法】
対象は慢性辺縁性歯周炎と診断された中で、日

腔清掃指導を行つたばかりの患者 とし、自己評価
表を併用した患者を対象者、併用 しない患者を非
対象者 とした。両者の選択方法は無作為に行い、
各々 5名ずつとした。患者には全顎の歯周精密検
査およびBI等の検査を行い、検査結果、教材資
料よリモチベーションを行つた。次にブラッシン

グ指導を行い、スクラッビング法と個々の患者に

応 じた歯間清掃用具で指導を行った。その後対象
者へは自己評価表の説明を行い、評価部位を術者
より1部位指定、日々の清掃後用意した判定基準
用紙に従い 1週間から10日 、評価用紙に記入 し
てもらった。次回来院時評価表を回収し、評価部
位を含め全顎の PCR、 PlI検査後、改善状態
の評価を行つた。さらに意識変容 と習慣性変化を
調査する目的で、当方で用意した調査表に回答 し
てもらった。一方、非対象者は自己評価表の配布
は行わず、次回来院時対象者同様 PCR、 PlI
検査後改善状態の評価を行つた。

【結果および考察】

対象者 と非対象者で以下のような結果が得 ら
れた。

1.対象者では最大改善率 84.9%、 最小改善
率 29.5%、 平均改善率 62.8%、 PCR
20%以 下達成者が 5名 中4名 に認められた。
2.対象者では調査表よリブラッシングに対す

る意識向上、習慣性変化を認め、プラッシング時
間については併用前平均 2.1分であつたもの
が、併用後平均 12.9分 と大幅に増加 した。 さ
らに全員がモチベーションに有用な方法 と評価
してくれるとともに継続的に使用 したい対象者
も見られた。

3.非対象者では最大改善率 64.6%、 最小
改善率 4.0%、 PCR20%以 下達成者が 5名
中3名 と対象者 と比較して低い結果となった。
以上の結果より自己評価表を併用 したモチベ

ーションとプラークコン トロールは効果がある
と示唆された。

歯科訪間診療における
定期日腔衛生指導の必要性

新潟歯学部附属病院・在宅歯科 ○白川ユミ

熊倉幸子

江面 晃

【緒言】要介護高齢者の日腔ケアでは,疾患の進行防止,

治療終了後の再発防止,健康増進ばかりでなく,全身ヘ

の影響,特に誤蕪性肺炎の防止が重要となる.しかし,

高次脳機能障害,失調,痴果などにより健常者のような

セルフケアは難しく,介護者による日腔ケアが必要とな

る場合が多い。本チームでは,歯科治療中対象者および

家族・介護者に歯科衛生士による日腔衛生指導を実施し

ているが,治療終了後の継続的な指導はほとんどの場合

行えないのが現状である。今回,2年前に歯科訪問診療

が終了となり,再度診療の申込みがあつた在宅要介護者

で,日腔内状況が著しく悪化 していた事例に遭遇し,日

腔衛生指導のあり方について検討したので報告する。

【事例】患 者 :77歳,女性

現病歴 :パーキンソン症候群

既往歴 :多発性脳梗塞

障害老人の日常生活自立度 :B2
痴果性老人の日常生活自立度 :正常

口腔清掃の自立度判定基準 :B(a-1)R(自 立)

介護認定 :要介護度 2

生活環境 :居宅

介護者 :家族 (主に嫁)

前回歯科訪問診療終了日:平成 12年 12月 21日
前回処置:」 。¬残根抜歯,」L根管治療後プリッジ装

着,「前装鋳造冠装着,日腔衛生指導
再来初診日:平成 14年 9月 5日

主訴:「冠がとれた。
診療計画 :「残根抜歯,他部位残根・欠損が多いた

め義歯新製を検討.口腔衛生指導

処置経過 :「残根抜歯後,.口腔衛生指導を実施.介護

者の協力が得られ,日 腔衛生状態は改善傾

向。今後,抜歯,義歯製作 .

【考察】 2年前と比較し,日 腔内状況が悪化しており,

加えて日腔衛生状態も不良であった。前回の指導内容は

本人によるプラッシングと家族によるハブラシと歯間
プラシを使用しての仕上げ磨きであり,今回の指導内容

とほとんど同じであった。前回の訪間中は日腔衛生状態
が改善傾向にあった。しかし訪間診療終了後,本人,家
族の日腔ケアに対する意識が時間とともに薄れたと考

えられる。介護は家族・介護者にとって心身共に相当の

負担である。このような状況下で如何にして継続的なロ

腔ケアにつながるモチベーションをおこなうかが重要
であり,さ らに評価 し支える歯科衛生士の定期的な訪問

歯科衛生指導が欠かせないと考える。本チームでの継続

的な日腔衛生指導を充実させていく必要性を痛感 した

事例であった。



共用診療室 1の システムと歯科衛生士業務

附属病院歯科衛生科   ○坂井由紀

附属病院総診 4      富井信之

の利用状況 としてはそのほとんどが歯周外科手

術となっています。

〔モチベーションルーム〕

通常の歯科治療可能なユニット1台の他、患者
教育用 ビデオや冊子、日腔内撮影用 CCDカ メラと
モニター、モニター付き位相差顕微鏡などを完備
し、患者とのコミュニケーションを図るのに適 し
た環境にあります。歯科衛生士が担当するメイン

テナンス患者を主に診療 しています。

〔検査室〕

通常の歯科治療可能なユニット1台の他、日臭
測定器やガスクロマ トグラフィーを完備 し、主に
口臭外来患者の口臭測定を行つています。

現在の共用 1における 1か月平均来院患者数は

矮小円錐歯の癒合歯 (過剰歯)の形態と組織
構造について

新潟短期大学   ○高橋正志

新潟歯学部日外 2  森 和久、又賀 泉

新潟歯学部口解 1  小林 寛

【目 的】矮小過剰歯の症例報告は多数あるが、
歯の形態と組織構造について詳細に検討 したも
のはみられない。そこで今回は、矮小円錐歯の癒

合歯 (過剰歯)の形態と組織構造について詳細に

観察し、これらを形成した歯胚の由来について検

討することを目的とした。

【材料と方法】材料として、21歳 日本人女性の上

顎左側第 1お よび第 2大臼歯の舌側に出現した
5本の矮小過剰歯を使用した。パノラマX線写真
と口内法X線写真を撮影後、5本の過剰歯を抜去
し、ただちに 10%中性ホルマリンで固定した。歯
の表面形態を実体顕微鏡下で詳細に観察し、歯髄
腔の形態を軟X線撮影装置 (SOFRON)で観察した。
その後、頬舌側または水平方向の連続研磨標本を

作製し、偏光顕微鏡、位相差顕微鏡、蛍光顕微鏡、
マイクロラジオグラフィーで観察した。また、同
一標本の研磨面およびエナメル質表面にほぼ平
行な再研磨面を 0.05 Ⅳ HClで 3分間腐蝕し
て、定法により、S-800型走査電顕 (日 立)で観
察した。象牙質の形成面も同様にして歯髄腔側か
ら走査電顕で観察した。

【結 果】本例のうち 2本は円錐歯で、他の 3本
では数個の円錐形の咬頭がみられた。5本の過剰

歯の計測値は、頬側歯冠長が 4。 1～5.8mn、 舌側歯

冠長が 4.6～ 5。 9mll、 歯冠幅が 2.5～ 4.9nlln、 歯冠

厚が 2.3～ 3.4mm、 歯根長が 3.3～ 6.311111で あつた。
本円錐歯の歯冠の舌側面は膨隆 し、頬側面は平面

的であった。本矮小過剰歯では、正常大臼歯のも
のよりも、シュレーグルの条紋が不明瞭であっ

た。エナメル質中層の小柱断面の形態は歪みが強
かつた。エナメル質表層の小柱断面の形態は、正

常大臼歯のものと同様に歪みの少ない鍵穴形で

あつたが、エナメル小柱の幅は正常大臼歯のもの

よりも大きかった。エナメル質最表層には層板状
構造が認められた。歯冠象牙質の形成面は比較的
平坦で、一部では線維状構造が認められた。

【考 察】本例のうちの数個の円錐形の咬頭をも
つ過剰歯は、歯の形態および組織構造から、多咬
頭歯ではなく、数個の円錐歯の癒合歯であると考
えられる。正常大臼歯を形成した歯胚の一部が、
数個完全分離して、本過剰歯を形成したものと考
えられる。矮小過剰歯では、機能の軽減化による
形態および組織構造の単純化に伴い、エナメル小
柱が太くなるものと推察される。



次回の「歯科衛生研究会」は平成 15年 7月 中旬 (水曜日)に開催される予定です。

多数の演題の申し込みをお待ちしています。


